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１．はじめに 

平成 7 年（1995 年）1 月 17 日に発生した兵庫

県南部地震（阪神・淡路大震災）を契機に，活

断層に関する詳細な位置情報の整備及び公開の

必要性が高まってきた．国土地理院では，これ

に応えるため，地震が発生した場合に甚大な被

害が予想される都市域及びその周辺を対象に

「1:25,000 都市圏活断層図」を作成している． 

本図では「活断層」を最近数十万年間に約千

年から数万年の間隔で繰り返し活動してきた跡

が地形に表れているもので，今後も活動を繰り

返すと考えられる断層としている．このうち，

地形的な証拠から明確な活断層と考えられるも

のを赤線，活断層の存在が推定されるが現時点

では明確に特定できないもの黒線で図示してい

る．そして，風雨による侵食，堆積や人工的な

要因などにより改変されているため，活断層の

位置を明確に図示できない区間は破線とし，活

動の跡が土砂の下に埋もれてしまっている区間

は点線で図示している．また，活断層の位置の

ほか，活断層に関連する段丘地形・沖積低地・

地すべり地形などの第四紀後期（数十万年前か

ら現在）に形成された主な地形も図示している．

これにより活断層周辺の地盤状況や，活断層の

活動によって地すべりが再活動する可能性のあ

る地域など防災に役立つ情報を読みとることが

できる．本図１枚に図示されている範囲は，国

土地理院刊行の縮尺 2 万 5 千分 1 地形図 4 枚分

相当である． 

本調査は，各機関の活断層研究者で構成する

全国活断層帯情報整備検討委員会において，主

に空中写真（縮尺約 1 万分の 1～4 万分の 1）を

用いた地形判読により活断層を抽出し，併せて

既存の各種調査結果も参考にして，詳細な位置

を 1:25,000 地形図上にまとめたものである． 

現在までの整備状況は，平成 16 年度までに三

大都市圏，政令指定都市，県庁所在都市及びそ

の周辺を中心として 124 面（約 50,000 km2）が

作成され，平成 17 年度以降は，地方主要都市域

周辺部（山間地域を含む）の主要な活断層につ

いて，新たに図示項目を追加し作成されてきた．

平成 25 年 11 月現在，計 163 面（約 65,000 km2）

が整備されている．（下図参照） 

なお，活断層の模式図（逆断層，右横ずれ断

層など），詳しい整備範囲などは，国土地理院の

ホームページに掲載されている． 

  

都市圏活断層図整備範囲図（平成 25 年 11 月現在）． 

赤枠が図郭．ピンクで塗った枠が横手盆地東縁断層帯の

図葉．  
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２．口絵 

 
  

口絵 1 横手盆地周辺の鳥瞰図（西から東を見る） 

数値地図 50m メッシュを用いて作成．岡田篤正教授（京都大学名誉教授）による． 

口絵 2 1982 年 10 月に千屋断層小森で行われたトレンチ調査全景 

岡田篤正教授（京都大学名誉教授）による空撮． 

田沢湖 

角館 

秋田 

湯沢 

横手 

大曲 
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口絵 3 1982 年 10 月に千屋断層小森で行われたトレンチ調査 

千屋地震断層のトレンチ調査で南側法面に現れた断層．岡田篤正教授（京都大学

名誉教授）撮影． 

口絵 4 1982 年 10 月に千屋断層小森で行われたトレンチ調査 

千屋地震断層のトレンチ調査で壁面に現れた断層面（ハンマーの 10cm ほど左下の赤

楊枝とその右延長）．上盤側の堆積物は断層運動によって直立している．岡田篤正教

授（京都大学名誉教授）撮影． 
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図 1 (a)東北日本の地形概観と(b)奥羽脊梁山脈横断面図 

陰影図は国土地理院発行の数値地図 250m メッシュを用いて作成した．活断層の分

布は活断層研究会（1991）による．図中の X—Y は(b)の位置を示す。WKLFZ：北上

低地西縁断層帯，EYBFZ：横手盆地東縁断層帯．(b)は平田ほか（1999）および Sato 

et al．（2002a）による． 

３．横手盆地断層帯周辺の地形・地質・テ

クトニクス概観 

３－１．横手盆地東縁断層帯周辺のテクトニク

ス概説 

東北日本の地形は，太平洋沿岸の海岸平野，

北上－阿武隈山地，北上－阿武隈低地帯，奥羽

脊梁山脈，内陸盆地列，出羽丘陵，日本海沿岸

の海岸平野というように，島弧と平行な帯状配

列によって特徴づけられる（図 1a）．この地形

配列は，波長 50 km 程度の複背斜・複向斜構造

とも対応し，山地は背斜に低地は向斜に相当す

る．このような地形・地質構造の形成要因は，

太平洋プレートの東北日本弧下への沈み込みに

よる東西圧縮にある（Sato, 1994）． 

新第三系の層序・分布，地質構造に基づけば，

東北日本弧の構造発達史の大略は以下のように

理解される（例えば，Sato and Amano., 1991；

佐藤，1992； Sato, 1994；佐藤，2005；図 2）．

中新世の 15Ma 頃，日本海拡大に伴うリフトの形

成とそれに伴う火成活動が始まり，12～10Ma に

はリフトの形成の終息と地殻の冷却に起因する

急速な沈降が生じた．その後 10～3Ma に奥羽脊

梁山脈の隆起と浅海化とカルデラを形成するよ

うな火山活動が起こり，3Ma には現在と同じ東

西性強圧縮応力場への転換とそれに伴う南北性
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図 2 東北日本弧の新生代における地殻構造発達史（Sato and Amano，1991） 

の褶曲・逆断層の形成が始まった．その結果と

して奥羽脊梁山脈（中部）はその両縁を限る逆

断層（横手盆地東縁断層帯と北上低地西縁断層

帯）の活動によって，ホップアップ状に隆起し

始めた（図 1b）． 

このような構造発達史を背景とする東北日本

の逆断層は，その多くが中新世の日本海拡大時

に活動したリフト（正断層）が鮮新世後期にな

って逆断層として再活動したものと考えられて

いる（中村，1992；Sato et al., 2002b；Kato et 

al., 2006 など）．しかし，横手盆地東縁断層帯

は地殻構造探査から，鮮新世以降に新たに形成

された逆断層であることが示されている（佐

藤・平田，1998； Sato et al., 2002a）．また，

断層下盤側に新期の堆積層が厚く存在するよう

な逆断層では，しばしば山麓部の主断層から数

km 盆 地 よ り に 新 し く 断 層 が 分 岐 す る 現 象

（thrust front migration；Ikeda，1983）が生

じる．Ikeda（1983）では山麓の主断層を境界断

層，盆地側へ新しく生じた断層を前縁断層と呼

んだ．このような逆断層の前進は，甲府盆地，

鈴鹿山脈東縁のほか，本図幅の横手盆地東縁で

も認められている（池田・米倉，1979；Ikeda, 

1983； Yeats et al.，1997）． このように横手

盆地東縁断層帯は，圧縮応力場における逆断層

の一般的な発生・進化を知る上で重要な断層帯

といえる．  

 
３－２．横手盆地東縁断層帯を構成する断層の

名称・分布 

横手盆地東縁断層帯は，北端は田沢湖東部か

ら南端は横手市付近までの約 60 km の断層帯で

ある（図 3）．この断層帯は駒ヶ岳西麓断層群，

白岩・六郷断層群・金沢（かねざわ）断層・杉

沢断層・大森山断層・滝ノ沢断層・東鳥海山断

層に区分される（図 3；活断層研究会，1991）．

このうち駒ヶ岳西麓断層群および白岩・六郷断

層群では 1896 年に発生した陸羽地震（Ｍ7.2）

に伴って地表地震断層が出現している（山崎，

1896；松田ほか，1980）．これらの活断層は，奥

羽脊梁山脈（真昼山地）西麓の山地と丘陵，あ

るいは丘陵と盆地・低地との境界をそれぞれ境

するように，ほぼ南北走向に分布する東側隆起

の逆断層である． 

生保内（おぼない）盆地では，北部に数条の

活断層が認められるが，南部の生保内川以南に

おいて，一条の断層に収斂する（図 3）．横手盆

地では，北半部において真昼山地と丘陵の境界

に沿う境界断層および横手盆地と丘陵を境する

前縁断層に大きく分けられる（図 3）．境界断層

は，白岩から六郷にかけて認められ，断層トレ

ースは弧状に山地側へ少し張り出している．こ

の断層は，藤原（1954）の川口断層に一致する

が，臼田ほか（1976）では，千屋断層の名称が

使われている．本解説書では，混乱を避けるた
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図 3 横手盆地東縁断層帯および周辺地域の地形と活断層 

陰影図は国土地理院発行の数値地図 50m メッシュを用いて作成した．黒線は活断層研究会（1991）による

活断層の分布を示すが，今回刊行される都市圏活断層図と異なる部分もある．破線部は推定部分である．断

層隆起側にはケバを付した．白丸は 1896 年陸羽地震の地表地震断層の分布（松田ほか，1980）を示す．最

近の M6 以上の地震の震央位置は宇津（1979）および宇佐美（1987）による．なお，横手盆地南西部で 1914

年に発生した M6.1 の地震は仙北地震の最大余震である（宇佐美；1987）． 

め，川口断層と表記する．一方，前縁断層は，

真昼山地前面に形成された丘陵と盆地との境界

に位置し，数 km の間隔で湾曲を繰り返している．

また，その多くが 1896 年の陸羽地震の地表地震

断層に一致する．後述のように，1896 年の陸羽

地震時には，この前縁断層と共に，生保内断層

と川舟断層も活動したことが明らかとなってい

る（山崎，1896；松田ほか，1980；図 3）． 

7



横手盆地南半部では，真昼山地西麓に金沢断

層，大森山断層が分布する（図 3）．金沢断層は，

千屋丘陵の南端から横手市街に連続する逆断層

で，南部ではバックスラスト（杉沢断層）を伴

う．金沢断層は，千屋断層から連続する断層で

ありながら，1896 年陸羽地震時に地表地震断層

が生じたという報告はない．大森山断層は 秋田

県（1998，1999）において第四紀後期の変動は

認められず，すでに活動を停止した断層とされ

ていたが，今回の判読で新たな変位地形が認定

された． 

 
３－３．横手盆地東縁断層帯および周辺におけ

る過去の地震活動 

本地域で最近発生した M6 を越える地震は，

1896 年陸羽地震（M 7.2；宇津；1979，宇佐美；

1987），1914 年仙北（強首（こわくび））地震（M 

7.1；宇佐美；1987），1970 年秋田県南東部地震

（M 6.2；宇佐美；1987）である（図 3）．この

うち 1896 年 8 月 31 日に発生した陸羽地震は，

秋田・岩手県境に近い真昼山地直下を震源とす

る地震で，8 月 31 日の本震に先立つ 8 日前の 8

月 23 日未明には生保内で弱震を感じたのを初

め，仙岩峠で道路に亀裂が生じるほどの前震が

あった．今村（1913）によれば，前震は 14 回あ

り，特に本震のあった日は朝から数多くの地震

が連続して発生していた．なお，陸羽地震は

1896 年 6 月 15 日明治三陸地震の誘発地震であ

るとの説もある（東京大学地震研究所 広報アウ

トリーチ室）． 

地震直後の地変や被害の様子は，山崎（1896）

によって報告され，真昼山地西麓に現れた地震

断層を一括して「千屋断層」と命名した．活断

層の概念が定着していなかった当時において，

この断層こそが地震の発生源であるとの考えを

論じた．また，山崎（1896）は地表地震断層が

認められないものの，川舟断層の南方延長線上

に被害が集中していることを指摘し，「想像断層

線」を推定した．その後，今村（1913），大塚（1938）

らによって 1896 年陸羽地震の地表地震断層の

出現位置が一部改められた．さらに，松田ほか

（1980）は聞き取り調査や古い文献，地形調査

を基に，地表地震断層の出現位置を縮尺 5000

分の 1 地形図に詳細に示した．そして，地表地

震断層の不連続部で区切られる範囲において，

上下変位量は小さな山型をなすとの傾向を見い

だし，この地表地震断層を崖の不連続に基づい

て，北から生保内断層（長さ 5 km）白岩断層（長

さ 5 km），太田断層（長さ 3.5 km），千屋断層（長

さ 12 km）と区分した． 

1914 年仙北（強首）地震は雄物川が出羽丘陵

へと流れはじめる大仙市大沢郷付近を震源とし

た地震で，今村（1915）によって 1896 年陸羽地

震と同様に顕著な前震活動があったこと，約 6 

km に達する地裂線を含め，地震時に噴砂現象や

多くの地割れが生じたことなどが報告された．

しかし，この地震と周辺活断層との関係は不明

とされている． 

1970 年に発生した秋田県南東部地震（M 6.2）

は真昼岳の南約 15km の地点を震源とする地震

で，秋田県東成瀬村を中心とする秋田・岩手県

境南部一帯に損害を与えた．垣見・衣笠（1971）

は，地震直後の被害調査から，この地震による

被害がきわめて細長い地帯に集中して起こって

いることに注目し，被害地域の地質構造や 1896

年陸羽地震とその被害との比較から，これらが

この地域に卓越する割倉山断層など南北性の地

質構造を反映した地震被害であることを指摘し

た．また，楠瀬・平澤（1977）は余震の震源位

置を再決定し，地震後 50 時間以内は余震が北北

西走向で東傾斜の断層近傍に集中するが，それ

以降は，この断層面に加えて 2 つの断層面沿い

で多くの余震が発生したことを明らかにした．2

つの断層面とは，前述の東傾斜の断層に共役な

西傾斜の断層と，深度約 15 km 以深の東傾斜を

なす低角断層であった．  
 

３－４．古地震調査 

本地域では 1982 年以降には，中小森地区（千

屋断層研究グループ，1986），一丈木地区（今泉

ほか，1989a），花岡地区（今泉ほか，1989b），

三貫堰地区（秋田県，1998，1999），蛭藻沼地区

（秋田県，1998，1999）のそれぞれの地点でト

レンチ調査やボーリング調査，極浅層反射法地

震探査が行われた．これらの研究から陸羽地震

の一つ前の地震が約 3500 年前にあったこと，一

回の実変位量が約 4.5m，実変位速度が約 1.4m/

千年であることなどが明らかにされた．  
 

３－５．地下構造調査 

本地域では 1990 年代後半以降，地球物理学的

手法による地下構造探査が行われてきた．その

始まりは千屋断層を横断する浅層反射法地震探

査であり（図 4 の D－D’），この反射法地震探査

から，千屋断層および千屋丘陵の地下構造が詳

細に判明した（佐藤・平田，1998；佐藤ほか，

2006；図 5）．そして，この結果に基づき，Ikeda

（1983）の論じた山地と丘陵の境界をなす川口
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図 4 横手盆地北東部の活構造図 

断層（境界断層）とその前縁に位置する千屋断

層（前縁断層）との関係，およびその断層形成

過程が議論された（佐藤・平田，1998；池田，

1998）．それによると，約 1.6 Ma 以降，川口断

層から上部中新統の泥岩層内にデタッチメント

を形成して，盆地側へと前進してきた千屋断層

が，地下約 800 m 付近から約 35°で立ち上がり，

千屋丘陵西麓に沿って出現したことが明らかと

なった．また，反射断面と精密重力解析の結果

から，横手盆地下に密度の高い岩体（貫入岩）

が存在することが明らかとなり，千

屋断層がデタッチメントから急激に

立ち上がる要因として，この貫入岩

によるデタッチメント層準の変形や

その高まりによる阻害があったこと

を推論した． 

その後，東北日本の奥羽脊梁山脈

および周辺地域での大規模な合同観

測実験が行われ（長谷川・平田，1999），

東北日本弧を東西に横断する構造探

査から千屋断層が東傾斜の反射面と

して地下深部（深度約 7 km）へと連

続し（図 6），さらに深部では地震発

生層下部にデタッチメントが形成さ

れていることが明らかにされた（秋

田県，1998；平田ほか，1999；Sato et 

al., 2002b）．また，地殻構造断面図

と微小地震の分布から逆断層型のメ

カニズム解を持つ微小地震が活断層

の深部延長に沿って発生し（図 1 b；

平田ほか，1999；Sato et al., 2002a），

特に千屋断層と川舟断層の連結部に

集中した地震活動があることが認め

られた． 

白岩断層・太田断層・千屋断層北

部を横断する浅層反射法地震探査で

は，これらの断層の地下 1～2km 付近

までの断層構造が明らかにされた

（図 7～9； 楮原ほか，2006a，ｂ；

Kagohara et al., 2009）．地表地震

断層へと連続する断層面の姿勢はそ

れぞれに異なるものの，いずれも地

表の活断層の分布や微細な変動地形

に対応する複数の逆断層から構成さ

れており，特に白岩断層～千屋断層

北部では，陸羽地震の地表地震断層

の崖よりも盆地側に伏在断層が存在

することが明らかとなった．また，

これらの逆断層は順次盆地側へと成

長したとみられ，前縁断層の活動に伴う成長層

（growth strata）のフィッショントラック年代

から，前縁断層の活動開始時期は 1.1～1.6Ma

と推定された（楮原ほか，2006b；小坂ほか，2008）．

さらに断層に伴う水平短縮量は 2.1～3.2 kmで，

北部に向かって徐々に小さくなる傾向がみられ

ることがわかった（図 10）．横手盆地東縁断層

帯の場合，前縁断層へとつながるデタッチメン

トは中部中新統～上部中新統の層理面に沿って

生じている．これらは黒色泥岩や硬質泥岩から
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図 6 秋田県（1998）による千屋断層を横断する大深度反射法地震探査 

図 5 千屋 96 測線（D-D’）における反射法地震探査断面図（佐藤・平田，1998） 

(a) 千屋 96 測線と共通反射点の詳細位置図．探査測線位置は図 4 に示す．(b) 重合反

射断面図．(c) 地質解釈断面図． 

なる下位層よりも相対的に延性の高い地層であ

ることから地層内の物性的な不均質性が断層の

分岐・前進に大きく影響していると考えられて

いる（Kagohara et al., 2009）．また，生保内

断層については反射法地震探査等の資料はない

が地質調査による growth strata の認定と FT

年代測定より 0.23Ma 頃に前縁断層が活動し始

めたと推定されている（小坂ほか，2008）． 

 

10



図 7 小滝 2005 測線（A-A’）における浅層反射法地震探査結果（Kagohara et al．，2009） 

(a) 小滝 2005 測線と共通反射点の詳細位置図．(b) 重合反射断面図．(c) 地質解釈断面図．探

査測線およびボーリングの位置は図 4 に示す．断面の縦横比は 1:1． 
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図 8 川口 2003 測線（B-B’）における浅層反射法地震探査結果（Kagohara et al．，2009） 

(a) 川口 2003 測線と共通反射点の詳細位置図．(b) 重合反射断面図．(c) 地質解釈断面図．探査

測線およびボーリングの位置は図 4 に示す．断面の縦横比は 1:1．凡例は図 7 を参照． 
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図 9 運上野 2004 測線（C-C’）における浅層反射法地震探査結果（楮原ほか，2006b） 

(a) 運上野 2004 測線と共通反射点の詳細位置図．(b) 重合反射断面図．(c) 地質解釈

断面図．探査測線およびボーリングの位置は図 4 に示す．断面の縦横比は 1:1．凡例

は図 7 を参照． 
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図 10 白岩断層・太田断層・千屋断層を横断するバランス断面図（Kagohara et al．，2009 に加筆） 

反射断面 A-A’，B-B’，D-D’に基づく． 
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図 11 横手盆地東縁断層帯とその周辺の地形陰影図 

基盤地図情報の 10ｍDEM から国土地理院作成．活断層線は本調査の結果による． 
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４．「田沢湖」図幅の特徴 
本図幅内には，北から生保内断層・白岩断層・

太田断層が分布する．これらの断層は，真昼山

地やその前縁に位置する小沼丘陵の西麓を限り，

生保内断層は玉川沿いの沖積低地との，白岩断

層・太田断層は横手盆地との地形境界をなす． 

生保内断層は，仙北市田沢湖生保内高野付近

から田沢湖生保内堂田付近まで，長さ約 10km

にわたって延びる．生保内川よりも北方では，

NS～N10°W 方向に延びる主に 3 条の断層トレー

スから構成される．最も東側に位置するトレー

スは，東側の中新統真昼川層と西側の鮮新統田

沢層の地質境界断層に沿っており，その西側の

2 条のトレースは田沢層からなる丘陵を横切る

（秋田県，1991）．西落ちの断層崖や撓曲崖が主

な変位地形である．断層群の北端付近では，秋

田駒ヶ岳から噴出した生保内火砕流堆積物が変

位している．この火砕流堆積物からは，12,000

～13,500y.B.P.の放射性炭素年代測定値が得ら

れている（須藤・石井，1987）．最も東側に位置

するトレースの南端で，下位段丘面を西落ち変

位させる断層崖・撓曲崖が認められるが，ここ

に 1896 年の陸羽地震の地震断層が現れ，現地で

確認された地震断層の北端であるとされている

（山崎，1896；松田ほか，1980）．生保内川より

も南方では，N30°E 走向の 1 条のトレースから

なる．このトレースは，田沢層からなる山地・

丘陵の北西縁を限り，明瞭な地形境界をなす．

大沢の右岸の仙北市田沢湖生保内田向(たむか

い)で，扇状地上に明瞭な低断層崖が認められ，

ここに陸羽地震の地震断層が出現したと考えら

れている（山崎，1896；松田ほか，1980）． 

生保内断層の南西端から白岩断層の北端まで

には，顕著な活断層は認められない．今回，生

保内断層の南西延長部に，鞍部列や数本の河谷

の右横ずれに基づいて 2 条の推定活断層を認定

した．第四紀後期の活動の有無を判断できるよ

うな地形面がなく，また河谷の屈曲は系統的で

はない．なお，これらの断層の南東を西へ流れ

る玉川は穿入蛇行し，現河床から数 10m 高い位

置にまで河成段丘が断続的に分布することから，

周囲の丘陵が隆起傾向にあることがうかがえる． 

白岩断層は，小沼丘陵と横手盆地の地形境界

に沿って発達する長さ約 12km の活断層である．

仙北市田沢湖卒田(そつだ)上真崎野(かみまさ

きの)から大仙市太田町太田付近まで，西に凸の

弧状をなして分布する．西落ちの低断層崖や撓

曲崖が連続的に発達し，断層変位地形は非常に

明瞭である．玉川以北の長さ約 2km の区間は，

従来認定されていなかったトレースであるが，

低位段丘を変位させる西落ちの変動崖が断続的

に認められる．斉内川の現流路に近い沖積面に

は変位は認められないが，左岸の大仙市太田町

太田金井伝桜木(かないでんさくらぎ)付近の下

位段丘上の断層崖が白岩断層の延長であると考

えられる．斉藤川の右岸で，白岩断層の東側に

は，東側低下の 2 条の断層が認められる．どち

らも長さは短いが，中位段丘を明瞭に変位させ

ているので，活断層として認定した．これらは，

その位置や長さ・変位量から，白岩断層の上盤

側に発達した副次的な断層であると考えられる．

白岩断層に沿っては，陸羽地震時に，仙北市角

館町広久内(ひろくない)から大仙市大神成(お

おかんなり)に至る区間で明瞭な地震断層が現

れた（山崎，1896；松田ほか，1980）．平野（1984）

は，斉藤川左岸の大仙市豊岡十六沢の砂利採取

場において，白岩断層の露頭を記載した．露頭

には，扇状地礫層とそれを覆う腐植土層・シル

ト層を変位させる 17～25°東傾斜の逆断層が

現れた．平野（1984）は，礫層上面を指標とし

て，陸羽地震時の変位量を垂直変位量が 1.1m，

水平短縮量が約 3m，ネットスリップが 3m をや

や超える程度と見積もった．また堆積物の放射

性炭素年代測定結果から，白岩断層の約 2,600

年前以降の活動は 1896 年陸羽地震のみであっ

たと推定している．楮原ほか（2006a）は，小滝

川に沿って，白岩断層を横切る反射法地震探査

を行った（図 7）．測線長は 3.8km で，その西端

は大仙市豊岡集落付近にある．得られた反射断

面では，白岩断層は約 25°東傾斜し深度 400m

付近まで追跡される．白岩断層の下盤側の反射

面はほぼ水平に堆積しているが，その一部には

背斜状の変形が認められ，白岩断層からさらに

西側（盆地側）へ張り出す分岐断層が存在する

と考えられる． 

太田断層は，大仙市大神成から，南に隣接す

る「横手」図幅の大仙市太田町太田まで，約 5km

にわたってのびる活断層である．「田沢湖」図幅

には，断層の北部の約 2km の区間が分布する．

断層トレースは斉内川の左岸で 2 条に分岐する．

また大神成では，並走する短い断層トレースが

数条認められる．宮内ほか（1997）は，大仙市

太田町太田金井伝桜木において，太田断層の断

層露頭を記載した．新第三系の凝灰質泥岩・砂

岩・礫岩およびそれを覆う腐植土層・礫層・表

土（黒土）が走向 N20°E，傾斜 15～30°E の逆

断層で接していた．陸羽地震時の上下変位量約

1.5m（ネットスリップでは約 3m）を断層面に沿
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って戻すと，基盤岩を覆う礫層や表土がなだら

かな斜面上でスムースに連続する状態が復元で

きる．陸羽地震時の変形を差し引いても，この

付近には比高約 1.5m の低断層崖がすでにあっ

たことがわかるので，これは先行する断層活動

によるものであると考えられている（宮内ほか，

1997）． 

 
５．「横手」図幅の特徴 

本図幅には，北から南へ白岩断層，太田断層，

千屋断層，金沢断層，杉沢断層，横手断層，赤

坂断層が分布する．これらのうち，白岩断層，

太田断層，千屋断層，金沢断層，横手断層は，

真昼山地西縁と横手盆地の地形境界をなす東上

がりの断層である．杉沢断層は，金沢断層の最

南部においてその東側約 500m に並走する西上

がりの断層である．赤坂断層は横手断層の西側

3～4km に位置する東上がりの断層で，盆地東縁

から横手盆地内の西側に張り出した赤坂丘陵西

縁を限る． 

白岩断層は，小沼丘陵と横手盆地の地形境界

に沿って発達する長さ約 12km の活断層である．

北に隣接する「田沢湖」図幅・仙北市田沢湖卒

田上真崎野(そつだかみまさきの)から本図幅北

端近くの大仙市太田町太田付近まで，本断層は

西に凸の弧状をなして分布する．本図幅に含ま

れるのは，その最南部にあたる長さ 1km 程度の

部分であり，西落ち数 m の低断層崖・撓曲崖と

して現れる．この断層の西側の大仙市太田町東

今泉付近に，2 条の西落ち変動崖を新たに認定

した．一本は白岩断層南端から数百 m 西に雁行

して現れる長さ１km 強のもの，もう一本はそれ

と平行にさらに西側へ約 1km 離れた場所に長さ

2km にわたって連続するものである．いずれも

下位段丘と沖積低地を，東上がり数 m で撓曲変

形させる．これらは，その北方の大仙市豊岡集

落付近で楮原ほか（2006a）が行った白岩断層を

横切る反射法地震探査に現れた白岩断層からさ

らに西側（盆地側）へ張り出す分岐断層の現れ

である可能性がある． 

太田断層は，北に隣接する「田沢湖」図幅・

大仙市大神成(おおかんなり)から本図幅北部の

大仙市太田町太田金井伝(かないでん)付近まで，

約 5km にわたって伸びる活断層である．本図幅

には南半の約 3km あまりが分布する．太田断層

最南部は，大仙市太田町太田惣行(そうぎょう)

付近で走向を南西に変える．松田ほか（1980）

によれば，惣行を南東に向かい川口川扇頂へ至

る道路に東上がり約 1.5m の地震断層が，さらに

その南の段丘化した扇状地面（下位段丘面）を

切断し，そこには西向き比高約 7m の崖があり地

震断層とされている．しかしここでは，長さ数

100m の崖地形が断片的に現れるに過ぎず変動

崖の連続は悪い．これより南の川口川南岸では

地震断層は約 1km 西方に現れ，両地域の地震断

層は互いに連続しない（松田ほか，1980）． 

千屋断層は川口川南岸の大仙市太田町永代を

北端として，千屋丘陵西縁を限り西に凸の弧状

をなして，仙北郡美郷町(みさとちょう)六郷東

根下四天地(しもしてんち)付近まで長さ約

12km にわたり連続する東上がりの断層である．

この断層に沿っては，陸羽地震時に特に明瞭な

地震断層が現れた（山崎，1896；松田ほか，1980）．

地震断層は，太田断層の南方延長とみられる真

昼山地西縁の境界断層である川口断層ではなく，

そこから西に離れた千屋丘陵西麓を走る千屋断

層に出現した．千屋丘陵内には上位段丘面，中

位段丘面相当の平坦面が明瞭に残る．それらは，

丘陵中部では東方へ向かい 15～25‰で逆傾斜

する（楮原ほか，2006b）．一方丘陵北部では中

位段丘面の西への撓曲とその背後での背斜状変

形と山地側に面する西上がりの変動崖が顕著で

ある．これらは何れも千屋断層の活動による断

層上盤側の変形と解釈されている．浅層反射法

地震探査によれば，千屋断層の傾斜は千屋丘陵

北部で約 60°，中部で約 30°とされている（楮

原ほか，2006b）． 

千屋断層北端川口川南岸の大仙市太田町永代

では同集落東端に地震断層が現れた（松田ほか，

1980）が，同所の低位段丘上に明瞭な変位崖を

認定することは困難である．それより南西方の

千屋丘陵西縁では，中位段丘，低位段丘にそれ

ぞれ 10～20mと 5～10m程度の明瞭な東上がりの

撓曲崖が連続し，低位段丘と沖積低地上には東

上がりの比高 2～4m の撓曲崖・低断層崖が仙北

郡美郷町花岡付近まで連続よく続き（松田ほか，

1980），これらは陸羽地震時の地震断層である

（北方より仙北郡美郷町運上野(うんじょうの)，

浪花(なにわ)，一丈木(いちじょうぎ)，小森，

花岡）．花岡以南の千屋丘陵西縁では，丘陵基部

に東上がり 3～4m の西向きの崖地形が連続する

が，地震断層として確実なものは仙北郡美郷町

六郷東根関田(せきた)の丸子川南岸の比高約

2m の東上がりの崖とされ，この付近（仙北郡美

郷町六郷東根蛇沢）が千屋断層の南端とされて

おり，これよりも南に地震断層は知られていな

い（松田ほか，1980）． 

川口断層は，千屋丘陵東縁を限り真昼山地西
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縁を構成する境界断層である（楮原ほか，2006b）．

前述の太田断層の南方延長と考えられるが，前

縁断層である千屋断層に沿って陸羽地震の地震

断層が現れ明瞭な撓曲崖・低断層崖が連続する

のに対して，川口断層での新期変位は相対的に

不明瞭である．境界断層（川口断層）から前縁

断層（千屋断層）への thrust-front migration

の時期は，千屋丘陵中部では 1.6 Ma，北部で 0.6 

Ma とされ（楮原ほか，2006b），川口断層での最

新の活動は不活発と考えられている．太田断層

の南方延長にあたる川口断層北部では新期の変

動崖の認定は難しく，一部の線状地形が連続性

から推定活断層として示されたに過ぎない．し

かしその南方の千屋丘陵中部の美郷町千屋善知

鳥(うとう)において川口断層は，善知鳥川が形

成した低位段丘面相当の段化した扇状地を東上

がり約 3m で撓曲変形させ，そのさらに南方延長

の善知鳥川・七滝川現流路近くの低位段丘面に

も断片的に東上がり数 m の撓曲変位が断続的に

長さ 3 ㎞にわたり認められる． 

千屋断層南端の仙北郡美郷町六郷東根蛇沢付

近よりも南の真昼山地西麓を限るのが金沢断層

である．蛇沢よりも南の横手盆地東縁は地形境

界としては明瞭であるが，真昼山地を西流し盆

地に流入する河川の開析により湾入状の屈曲を

示し，千屋断層に比べると滑らかな連続性には

劣るようになる．また，そこには新期の断層変

位を示唆する比高数 m の明瞭な西向きの崖地形

は認めにくく，多くの場所で位置やや不明確な

活断層として認定された．しかし金沢本町の南

の金沢中野より南方では，真昼山地西縁の盆地

山地境界は金沢断層より東へ約 1km ほど後退し

横手市街地東縁を限る横手断層が東へ雁行して

現れる．金沢中野の南延長の金沢断層は，その

東側 200～500m に平行して走る西上がりの断層

（杉沢断層）と組み合わさって，南北走向に連

続する比高 20～40m の背斜状の膨らみ地形を形

成し，横手市街地北端で終わる．杉沢断層は，

横手盆地東縁を限る東傾斜の逆断層・金沢断層

のバックスラストと考えられる．金沢断層では，

その東側の膨らみ状地形を構成する中位段丘面

の東へ向かった傾動が認められる． 

横手断層は，金沢中野付近を北端にして本図

幅の南に隣接する「湯沢」図幅の横手市大屋寺

内まで続く長さ約 12 ㎞の断層である．その北部

2/3 が，本図幅に分布する．盆地山地境界を限

る東上がりの逆断層と考えられ，谷口ほか（2007）

で位置が詳細に示された．横手市役所付近では

東上がり数 m の変位を下位段丘面上に長さ 1 ㎞

以上にわたって現し，新期の変位が疑われる． 

赤坂断層は，本図幅南部の横手市下八丁松林

から「湯沢」図幅の横手市平鹿町醍醐樋ノ口ま

でほぼ南北走向で続く，長さ 7 ㎞の東上がりの

断層である．谷口ほか（2007）によって新たに

活断層として認定され，澤ほか（2011）により

命名された．本断層の南半は比高 40～60m の赤

坂丘陵の西縁を限り，横手盆地東縁の山地盆地

境界の西側約 4 ㎞の盆地中に長さ 8km にわたっ

て赤坂丘陵を突出させる．本断層北半の横手市

赤川付近より北では，低位段丘面と沖積低地に

東上がり約 2m 程度の緩やかな撓曲変位を与え

る（澤ほか，2011）． 

 
６．「湯沢」図幅の特徴 

既存研究をみると，活断層研究会編（1991）

は，本図幅内の活断層について「大森山断層」

と「東鳥海山断層」を記載している．池田ほか

編（2002）においては詳細な検討の範囲外であ

り，中田・今泉編（2002）には活断層は示され

ていない．しかし谷口ほか（2007）や渡辺ほか

（2011）によって，横手断層や赤坂断層等も含

め，今回図示した活断層の大部分が認定されて

いる． 

横手断層・大森山断層の付近には従来，山地

高度の東側上がりの不連続を根拠として，山麓

線沿いに「大森山断層」が認定されていた（活

断層研究会編，1991）．この「大森山断層」の活

動性については，現在は活動していない，活動

度が低い等の見解もあった（秋田県，1998，1999）．

しかし今回の調査ではまず，横手市大屋寺内(お

おやてらうち)付近以北について，横手図幅から

連続する横手断層としてあらためて認定された．

さらに，横手市平鹿町(ひらかまち)醍醐釜ノ川

(かまのかわ)付近から南方の湯沢市稲庭町(い

なにわちょう)付近にかけて，大森山断層として

あらためて認定された．横手断層の西方には赤

坂断層等が，また横手市増田町(ますだまち)三

又(みつまた)～湯沢市駒形町(こまがたちょう)

八面(やつおもて)付近には，大森山断層と並走

する複数の活断層トレースがそれぞれ認定され

る． 

本図幅内には東鳥海山断層も認定される．こ

の活断層は従来，山地高度の東側上がりの不連

続を根拠として，湯沢市街地～湯沢市相川付近

の山麓線沿いに認定されていた（活断層研究会

編，1991）．今回の調査により，北は湯沢市岩崎

の皆瀬川左岸まで，南は湯沢市相川の雄物川支

流，高松川の右岸まで認定された． 
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以下では，上記の横手断層から東鳥海山断層

までを，地点ごとの特徴を整理しながら順に概

略する． 

横手断層は，東側山地の西縁基部に南北走向

で認められる．大屋寺内寺内(てらうち)付近に

は東側隆起を示す比高数 m の低断層崖が発達し

ている．寺内においては群列ボーリング調査等

が産業技術総合研究所（2010）によって実施さ

れ，本流性と思われる礫層の上限が地形と整合

的に食い違っていることが指摘されている． 

横手断層の西方には，やはり横手図幅から続

く赤坂断層が南北走向に分布する．本図幅内の

赤坂断層は，赤坂丘陵の西縁に沿って，東側隆

起の活断層として認められる．平鹿町醍醐荒処

(あらところ)付近の下位段丘面は西方への撓曲

変形を受けており，比高数 m の撓曲崖が発達し

ている．谷口ほか（2007）や渡辺ほか（2011）

は，さらに南南東へと赤坂断層が連続すること

を指摘しているが，今回はその明確な証拠を認

定することはできなかった． 

赤坂断層のさらに西方，平鹿町中吉田上藤根

～下鍋倉二本松付近にかけても，東側隆起の活

断層が南北走向に認められる．トレース沿いに

は比高数 m の低断層崖が発達しており，東から

西へとのびる複数の旧流路が切断されている様

子が確認される（渡辺ほか，2011）．このトレー

スを横切る群列ボーリング調査も十五野公園野

球場（平鹿野球場）のすぐ南西で実施され，変

形フロントが地表トレースよりもやや西側にあ

る可能性が指摘されている（澤ほか，2012）．谷

口ほか（2007）や渡辺ほか（2011）は，このト

レースが赤坂断層と同じくさらに南南東へとの

びると考えているが，今回はその明確な証拠を

見出すことはできなかった．なお，渡辺ほか

（2011）は，反射法地震探査の結果（産業技術

総合研究所，2010）を根拠として，より北方・

南方へと連続する可能性が高いとも述べている． 

この活断層や赤坂断層は，走向や位置関係か

らみて東方の横手断層や南方の東鳥海山断層と

深く関連すると思われるが，詳細は解明されて

いない． 

大森山断層は，横手断層と同様，東側山地の

西縁基部付近に南北走向で認定される．ただし

複数条に分岐する区間や西側平野内を通過する

トレースもあり，湯沢市三梨町(みつなしちょ

う)下宿(しものしゅく)付近においては逆向き

変位を示すトレースを伴う．北端部の平鹿町醍

醐釜ノ川付近においては，下位段丘面が変位を

受けて比高数 m の低断層崖が発達しており，隆

起側は背斜状に膨らんでいる．ここから南方に

かけても，増田町亀田半助村(はんすけむら)・

平鹿(ひらか)付近，増田町熊渕(くまのふち)付

近，駒形町大倉・東福寺付近，三梨町御嶽堂(み

たけどう)付近等において，下位段丘面や沖積低

地，扇状地・沖積錐等が東側隆起の変位を受け

て低断層崖・撓曲崖が発達している．半助村に

おいては群列ボーリング調査によって地層の食

い違いが確認され，平鹿においてはトレンチ掘

削調査等が実施され，断層運動に起因する可能

性のある傾斜不整合が観察されている（産業技

術総合研究所，2010）．成瀬川右岸の真人(まと)

公園付近においては，山麓線のすぐ東側に中位

段丘面が認められ，活断層線東側の隆起傾向を

示唆している．なお成瀬川左岸，増田町荻袋(お

ぎのふくろ)～吉野間の下位段丘面には，断層変

位地形の可能性がある南北走向の低崖地形や傾

斜変換線が認められるが，明瞭ではないため今

回は図示していない． 

大森山断層の西側を並走する増田町三又～駒

形町八面付近のトレース群は，主に中位・下位

段丘面を累積的に変位させており，トレース沿

いには比高数 m の低断層崖や撓曲崖が認められ

る．三又高村付近や八面狐塚付近等には，これ

らの活断層の活動に起因して，高まり地形が南

北に細長く発達している．狐塚付近においては，

南西から北東へとのびる旧流路が低断層崖によ

って断ち切られている（渡辺ほか，2011）．これ

らのトレース群は大森山断層と深く関連するも

のと考えられるが，詳細はよくわかっていない． 

東鳥海山断層に沿っては，横手市街地の北方

や南方，湯沢市関口・下関(しもせき)付近等に

おいて，下位段丘面や沖積低地，扇状地・沖積

錐等が東側隆起の変位を受けて低断層崖・撓曲

崖が発達している．山麓線の東側には段丘はほ

ぼ発達しないが，山麓付近には東側山地からの

活発な砕屑物供給を反映した扇状地・沖積錐群

が顕著に発達しており，東側山地の隆起傾向を

示唆している． 
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８．使用空中写真・地形図および作成委員会 

１）使用空中写真・地形図 

a．空中写真 
米軍 4 万：M621，M1021，M1022，M1080，M1110 
米軍 1 万：R270，M304-A-7，R372，R400，R412，R1425，R3039，R3126 
国土地理院 4 万：TO-67-7Y 
国土地理院 2 万：TO-63-2X， TO-68-4X 
国土地理院 1 万（カラー）：CTO-75-25，CTO-76-3，CTO-76-7，CTO-76-8，CTO-76-12 
林野庁 2 万：山-415，山-556 
 

b．地形図 
1/2.5 万地形図 
「田沢湖」：田沢，田沢湖，上桧木内，下桧木内，抱返り溪谷，大神成，角館，羽後長野 
「横手」：大神成，羽後長野，真昼岳，左草，六郷，金沢本町，羽後黒沢，横手 
「湯沢」：湯沢，横堀，横手，十文字，稲庭，菅生，浅舞，西馬音内 

 

２）全国活断層帯情報整備検討委員会 

a．委員会の開催 
第 1 回委員会 平成 24 年 8 月 31 日（金） ダイヤ八重洲口ビル あすか会議室 
第 2 回委員会 平成 24 年 12 月 14 日（金） ダイヤ八重洲口ビル あすか会議室 
第 3 回委員会 平成 25 年 2 月 22 日（金） ダイヤ八重洲口ビル あすか会議室 

b．「横手盆地東縁断層帯とその周辺」の作成委員（平成 24 年度） 

  

図 名 氏 名 所      属 

田沢湖 ○堤 浩之 京都大学大学院理学研究科准教授 

池田安隆 東京大学大学院理学系研究科准教授 

石村大輔 千葉大学大学院理学研究科特任研究員 

澤 祥 鶴岡工業高等専門学校教授 

平川一臣 北海道大学名誉教授 

八木浩司 山形大学地域教育文化学部教授 

横手 ○澤 祥 鶴岡工業高等専門学校教授 

岡田篤正 立命館大学グローバル・イノベーション研究機構教授 

楮原京子 山口大学教育学部社会科教育講座講師 

杉戸信彦 名古屋大学大学院環境学研究科研究員 

堤 浩之 京都大学大学院理学研究科准教授 

八木浩司 山形大学地域教育文化学部教授 

湯沢 ○杉戸信彦 名古屋大学大学院環境学研究科研究員 

石山達也 東京大学地震研究所地震予知研究センター助教 

楮原京子 山口大学教育学部社会科教育講座講師 

澤 祥 鶴岡工業高等専門学校教授 

鈴木康弘 名古屋大学大学院環境学研究科教授 

中田 高 広島大学名誉教授 

○全体のとりまとめを担当した委員 
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c．国土地理院  
防災地理課長 関崎 憲一 
課長補佐   倉田 一郎 
技術専門員  小野 康・尾崎 豊彦 
専門職    岩橋 純子 
係長     湯本 景一 

 
連絡先 

国土地理院応用地理部防災地理課 
〒305-0811 茨城県つくば市北郷１番 
電話：029(864)1111（代表） 

 
この解説書を引用する場合の記載例 

澤 祥・堤 浩之・杉戸信彦・楮原京子（2013）：1:25,000 都市圏活断層図横手盆地東縁断層帯とその周辺 
「田沢湖」「横手」「湯沢」解説書．国土地理院技術資料 D1－No.642，24p． 
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